
Vol.5

交付決定



人手不足は解消しません！

日本の人口は2008年の1億2800万人をピークに昨年には1億
2500万人となり約300万人減少しています。大幅な移民政策に
舵を切らなければ10年以内に1億2000万人を割り込み、2050年
ごろには1億人以下になります。人口減少の原因は、赤ちゃんが
少ないことです。出生数は2017年に100万人を割りこみ2022年
では77万人まで激減しています。現在の人口ピラミッドと出生
率から考えて、出生数が100万人を超えて大幅に増加することは
もはや不可能です。これまでも人口減と並行して労働者不足は
進行しましたが、女性の社会進出と高齢者の延⾧雇用でなんと
か凌いできました。しかしいよいよ限界を迎えました。1947年
～1950年生まれの団塊の世代計1000万人が75歳を超える年齢に
なり、働き続ける肉体的限界を迎えつつあります。一方新成人
は現在の110万人から20年後には77万人になることが出生数か
ら確定しています。現在6700万人ほどいる就労者は、年間100
万人ペースで減少し続けます。『人手不足が緩和することはな
い』経営の大前提として肝に銘じておきましょう。








